
●はじめに
東長良中学校には、生徒たちが学習環境や生活の規
律を創り上げていく伝統があります。昭和63年の開校
時、校章作りや生徒会の発足も生徒の考案によるもので
した。その後も、学校のチャイムや制帽を生徒と先生で
話し合いの上無くし現在に至っています。昨年度からの
コミュニティ・スクールとしての新たな枠組みの中で、生
徒が地域の方々と関りを持つ機会も増えてきました。私
たちPTAは、自ら発信していく子どもたちを見守り、家庭
でのコミュニケーションを大切にしていきたいと考えてい
ます。

●「地域家庭支援推進部」の取り組み
『クリーンタウン東長良（CTH）』

…開校4年目から始まり今年26回目の地域清掃活動
地域生徒会・生徒会を中心に立案。PTAとの「地域生
活ブロック長会議」、地域の方々との「CTH実行委員会」
を経て当日の清掃活動を行っています。生徒たちは「地
域をきれいにする」ことだけでなく、「地域の人と交流す
る」ことも重点に置いています。PTAは、地域生活委員を
中心に、生徒のサポートをしつつ、約1時間ゴミ拾いや草
刈り等の清掃を行います。

≪CTH座談会≫　　　　　
〔出席者：発足当時の生徒（保護者）・生徒代表・
校長（当時のクラス担任）・PTA地域生活委員長・PTA会長〕

CTHが始まった当時の経緯や思いを聞くことができ、
生徒たちも刺激を受けました。また、今生徒が何を大切
に取り組んでいるのか知ることができ、保護者として子ど
もたちの活動を支えていきたいと強く感じました。

●「学び支援推進部」の取り組み
『乳幼児ふれあい体験』
　　　　…今年度で6回目の3年生による乳幼児保育体験

2年生時に「性（生）教育講演会」で、性教育及び生き
ることの大切さを学んだ上で、乳幼児の発達と生活及び
家族の役割を学ぶために行われます。地域の家庭と
NPO法人保育団体の協力を得て、6か月～3歳未満の
乳幼児を預かり、1時間半の保育体験をします。泣き続
ける子や楽しく遊ぶ子を前に、一生懸命関わる生徒たち
を3年生のPTAと保育団体の方でひたすら見守ります。
≪アンケートの実施≫
「親子で話す機会を持つこと」を目的に、体験後のアン
ケートで、感想と「保護者がどんな思いで育てたのか、記
憶に残るエピソード」を記入してもらいました。それによ
り、生徒は「親がどんな願いや思いを持って育ててきた
か」を感じてくれました。

●子どもたちの活動を支えるPTA
大人への準備期間として「自立」を育んでいく中学時
代。東長良中学校PTAは、子どもの一番の味方となって
応援し、手を差し伸べられる距離で見守ります。来年開
校30周年を迎えますが、今後も「学校」・「地域」そして
「子どもたち」と「共に」連携し活動していきたいと考えて
います。


